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 レインフォレスト・アライアンスと、国際的な非営利団体である。土地の利用法、商取引の方

法、消費者の行動を変えることにより、生物の多様性を維持し、人々の持続可能な生活を確保す

ることを使命としている。 
 レインフォレスト・アライアンスは 1987 年、アマゾンの熱帯雨林の伐採問題が叫ばれてきた

ころに保護活動をしていた人々がつくった団体である。 
 



 

 大きく三つのプログラムがある。すなわち、農業、林業、観光業である。いずれも熱帯雨林で

暮らしている人々の非常に重要な収入源となっている。さらに、これら三つのプログラムをカバ

ーする形で、「気候変動」のプログラム、活動によって生まれた結果を測る「評価と調査」、先進

国と生産国の学生や子どもたちだけでなく、大人にも重要な「環境教育」のプログラムを提供し

ている。 
 

 

 森林保護では、どうしてもそこに立ち入らないで守っていくことが中心に考えられがちだが、

私どもは独自のアプローチとして、その地域に住んでいる人の生計を立てながら持続可能な森林

保全に取り組んでいる。また、持続可能な形でつくられた農林産品や観光業者にロゴマークを付

与し、消費者にアピールできるようにしている。 
 



  

  

 熱帯雨林が伐採されている大きな原因の一つが農地転換である。加えて、農業用の化学薬品や

排水処理、土壌浸食も、環境に大きな影響を与えている。 
 

 

 そのことを受け、ある認証制度をつくった。レインフォレスト・アライアンスも含むNGOが集



まってつくったサステナブル・アグリカルチャー・ネットワーク 1

 

という団体が設けた基準で監査

され、基準を満たせば認証が与えられる。生態系の保全、野生生物の保護、水や土壌の保全、化

学薬品や廃棄物の管理、そこに働く人々の労働条件や家族を含めた共同体の福利厚生などの項目

を設定している。 

  

 このような認証を取ると何が違うのだろうか。コーヒーやカカオなどの木は背が高く、農産品

を作ろうとすると森林が生まれる。従って、元の森林を守った形で生産できるのである。また、

例えば紅茶などの日向栽培をする場合、例えば農園の面積の 30％以上、原生の森林をそのままに

しておくという基準が設けられている。それによって原生部分では生態系が保たれ、野生生物の

通り道になって、原生林が守られる。 
 さらに労働条件についても、ILO2

 

や国際的な労働基準、その国の法律を基に適正な住居や給与

が与えられるようになっている。児童労働はカカオを作っている西アフリカで大きな問題になっ

ているが、認証を受ければ監査が毎年 1 回入るほか、抜き打ち監査も行われ、より細かいチェッ

クが行われる。 

 今は約 58 万カ所の認証農園があり、日々増えている。認証される産品の種類としても、最近、

メタンガス原因の一つである牧畜の基準 3

 

や、スパイスの基準ができた。市場占有率は、2011 年

時点でコーヒー3.3％、カカオ 2.7％、紅茶 9.4％、バナナ 15％となっているが、2012 年は紅茶が

既に 10％を超えており、勢いよく伸びている。 

                                                   
1http://www.sanstandards.org/sitio/ 
2International Labour Organization（国際労働機関）：http://www.ilo.org/global/lang--en/index.htm 
3http://sanstandards.org/sitio/subsections/display/11 
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 気候にやさしい農業を目指すベースとなるレインフォレスト・アライアンス認証以外にも、気

候変動に対応するものとして、気候変動モジュール 4

 また、国際的な基準を基にしてカーボンクレジットを販売することも可能である。国際事情が

まだ安定していないので、取り組んでいるところは少ないが、コーヒー、紅茶、カカオ、バナナ

などは農産物であるため、どうしても年によって収穫高や市場価格が異なり、収入が安定しない。

そこで、カーボンクレジットによって副収入を得ることができれば、生活も安定し、森林を増や

すことによって収入が得られると分かれば、森林をより大切にしようとするモチベーションを高

めることにもなると期待している。 

がある。これは認証を取っている農園が認証

にプラスして自主的に取得するものだが、主に記録・観察するモニタリングなどが中心となって

いる。 

 

                                                   
4http://sanstandards.org/userfiles/file/SAN%20Climate%20Module%20February%202011(1).pdf 
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 特に欧米では、中南米などにエコツーリズムに行く人が非常に多く、過去 10 年で 2 倍に伸びて

いる。こうして観光業も地域の重要な収入源となっているが、一方で、汚染や森林伐採、エネル

ギー使用などが問題になっている。 
 

  

 それで、ロッジの所有者やツアーオペレーターなどを対象に、より良い水の処理方法や、3R5

 

と

いった廃棄物の管理方法などをトレーニングする事業を行っている。 

 SustainableTrip.org という専用のサイトでは、既に検証を受けているツアーオペレーターやホ

テルが検索できる。 
 

                                                   
5Reduce、Reuse、Recycle 



  

 以上のように、農業、林業、観光業を問わず、私どものプログラムを通じて森林を保全し、そ

こに住む人の生活レベルを向上させている。また、森林転換によらないバイオ燃料用作物のため

の基準を開発している。ただ、大豆、サトウキビ、パームヤシなどの基準は厳しすぎて、認証農

園がわずか数カ所しかないので、まだこれから発展しなければならない分野である。 
 

  

  

 レインフォレスト・アライアンスのカエルの認証マークは至るところで見られる。 



 また、世界で 2000 社以上がこの認証マークが付いたものを購入している。しかしながら、ヨ

ーロッパやアメリカの企業や消費者に比べ、日本の消費者や企業の意識は低いのが現状だ。 
 

  

 われわれは 100 年、500 年、1000 年先も森林を保ち、そこで暮らす人々が森林を大事にしなが

ら自分たちの生活を営んでいけるように、また、その森林でできたものを実際に取り引きしてい

る企業や、その企業から売られたものを享受する消費者の将来が続くような持続可能な世界・社

会をつくっていけるように活動している。皆さまにもぜひこのような活動を行っていることを意

識していただき、周りの方々にもお話しいただきたい。 
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